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31名のご参加がありました。継続して実施してまいります！

令和６年４月21日

議会報告会を開催しました！



2安芸太田町議会だより

３月定例会で決まったこと!
　

今
期
定
例
議
会
は
３
月
１
日
に
開
会
し
、
３
月
４
日
、

５
日
の
２
日
間
が
９
名
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
、
議

案
の
審
議
で
は
、
同
意
議
案
と
し
て
「
教
育
長
の
任
命
」、

承
認
議
案
と
し
て
「
専
決
処
分
の
承
認
」
が
３
議
案
、

「
条
例
の
制
定
及
び
改
正
」
が
19
議
案
、
令
和
５
年
度

の
補
正
予
算
と
し
て
、
「
一
般
会
計
補
正
予
算
」
の
ほ

か
、
「
特
別
会
計
補
正
予
算
」
が
９
議
案
、
「
令
和
６

年
度
予
算
」、
更
に
追
加
議
案
と
し
て
「
事
業
契
約
の

締
結
」
以
上
の
議
案
を
審
議
い
た
し
ま
し
た
。

　

議
案
第
５
号
「
安
芸
太
田
町
特
別
職
の
職
員
で
常
勤

の
も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
」
で
は
修
正
案
の
提
出
が
あ
り
、
本
誌
９
ペ
ー
ジ
に

記
載
の
と
お
り
、
修
正
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
の

議
案
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

新
年
度
予
算
の
関
係
で
は
、
「
令
和
６
年
度
予
算
」

と
一
部
の
「
条
例
制
定
・
一
部
改
正
」
に
お
き
ま
し
て

は
、
３
月
６
日
に
予
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
、

３
月
７
日
か
ら
11
日
ま
で
の
期
間
、
委
員
会
に
て
審
査

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
結
果
と
内
容
に
つ
い
て
は
、
本
誌
８
ペ
ー
ジ
に

記
載
の
と
お
り
で
す
。 　

安
芸
太
田
町
議
会
議
長

　
　
中
本
正
葊

３
月
定
例
会
を
終
え
て

予算総額 85億75百万円
（対前年度比　＋４億24百万円）
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■安芸太田町の借金と貯金の推移
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町債借入額 町債償還額（元利） 財調基金＋減債基金残高

（単位：百万円）

①定住促進貸住宅整備事業　５億5,654万円

②旧ＪＲ河川橋梁撤去事業　２億868万円

③道の駅再整備事業　　　　　　6,521万円

①地方交付税　　 41.5億　　②町税　7.8億

③国・県支出金　 11.8億　　④借金　9.4億

⑤貯金取り崩し　　6.9億（ふるさと納税1.5億）

Check①　予算増の要因 Check②　財源はどこから

町債借入額・償還額（一般会計）推計

1,067
1,002 949 933 947 962

1,151
1,208 1,218 1,272 1,275 1,311 1,295
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令和６年度主要事業!!

定住促進住宅整備事業（PFI事業）
　移住・定住希望者の方に住居の選択肢を増や

し移住や定住を促進するとともに、快適な住環

境を提供し転出を抑制することを目的として、

民間ノウハウと未利用公有地を活用した「定住

促進賃貸住宅」を整備します。

　令和６年度は、公募・選定した事業者による

住宅建設と入居者募集を行い、令和７年度から

の賃貸開始を目指します。

5億5,654 万円

加計高校支援事業
　生徒寮の開設、公営塾の運営や全国募集の取組みな

ど、加計高校の存続・魅力化を目的とした支援を実施

してきた結果、令和５年度には入学定員を満たす40人

の生徒が入学しています。

　令和６年度も引き続き、人材育成・交流センター（愛

　　　　　　　　　　　　　称：黎明館）においては、

　　　　　　　　　　　　　地域住民や地域の事業者

　　　　　　　　　　　　　等が交流できる環境や国

　　　　　　　　　　　　　際交流の拠点機能を果た

　　　　　　　　　　　　　しながら、地域から親し

　　　　　　　　　　　　　まれる拠点施設として運

　　　　　　　　　　　　　営します。

4,078 万円

加計高校　黎明館

新・教育大綱の実現
　本町らしい教育の実現を目指し進めてきた教育大綱の

改定作業は、有識者による会議を継続しながら、広く町

内の関係者と議論・熟議を展開してきました。

　令和６年度は、議論をとりまとめ、総合教育会議にお

いて新たな教育大綱を制定するとともに、議論の中で取

り上げられた「森のようちえん」について、実現に向け

た環境整備を行うとともに、新たに「体験」の機会を確

保するための補助事業を行います。

302 万円

①定住・人口対策

②子育て・教育・次世代育成

③子育て・教育・次世代育成

森のようちえん
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令和６年度主要事業!!

7,558 万円病院施設の環境整備　

健康運動普及事業（わがまちスポ－ツ）
　「健康のまち」宣言における目標達成のため、

住民への有酸素運動を中心とした運動習慣の普及・定

着に努めており、健康運動に対する理解をより深め、

身近なものとするための運動体験講座の継続、ヘルス

マイスター（運動普及推進員）の育成、さらに自主運

動クラブへの運営補助や後方支援他、地域の活動を通

じた住民の健康づくりを推進していきます。

　また、県の「わがまちスポーツ」補助金を活用した

ウォーキング大会を開催し、ウォーキング（有酸素運

動）を日常生活の中で積極的に取り入れ、幅広い健康

運動の一層の普及を推進します。

安芸太田病院

490 万円

旧JR滝山川河川橋梁

安芸太田ウォーキング大会

旧JR滝山川橋梁撤去事業　
　撤去優先度が最も高い旧ＪＲ滝山川河川橋梁につい

ては、令和４年度に調査・設計を行い、令和５年度か

ら撤去工事に着手しています。撤去工事実施にあたっ

ては、太田川河川事務所の実施する河川浚渫事業と連

携し、仮設道の共同利用等により、トータルの事業費

や工期の縮減を図っています。

　令和６年度は、撤去完了に向けて引き続き工事を実

施します。

2億868 万円

④健康・医療・福祉

　安芸太田病院入院患者さんがより快適に過ごし

ていただける施設整備として、入院棟の換気シス

テムのメンテナンスやデイルームの空調整備を行

います。

　また、業務効率化を図るため、２階病棟でリハ

ビリが実施できるよう治療用電動ベッドの設置や

透析室へスケールベッドを設置します。

　なお、安芸太田病院を引き続き維持できるよう、

病院の将来像についての検討を開始します。　

⑤健康・医療・福祉

⑥社会基盤・防災・防犯

旧JR滝山川橋梁撤去工事
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令和６年度主要事業!!

地域通貨moricaの推進（バスアプリ導入等）
　令和６年度は、町内バスでも地域通貨morica

のキャッシュレス決済を可能とし、乗降場所や人

数などの情報を「DX 共通基盤」に蓄積するとと

もに、蓄積したデータの分析により、公共交通の

利便性の向上と、効率的な運行を促進します。

　また、令和５年度にmoricaアプリの機能拡張

として実装した「ＰＵＳＨ型行政情報通知サービ

ス」「行政手続きオンライン申請」「高齢者等見守

りサービス」「防災アプリ連携」などのサービス

を展開します。

917 万円

6,521 万円道の駅再整備PFI事業

移住定住促進応援事業・子育て世帯定住応援事業

消防・防災・減災事業（防災啓発事業）

地域商社あきおおた事業の推進

就農者支援事業（担い手・小規模農業者支援等）

森林経営管理事業（小規模林業支援等）　

1,325 万円

15 万円

5,216 万円

1,607 万円

6,243 万円

⑦生活利便性・環境

⑧産業・観光・しごと

　散在する集客施設が連携した仕組みが乏し

く、道路で分断されているため回遊性や安全

性が損なわれている等の課題に対応し、道の

駅周辺だけでなく町全体の観光・産業振興に

貢献し続ける持続可能な拠点とするため、公

民連携の事業手法（PFI）により再整備を行

い、令和９年度のグランドオープンを目指し

ています。

　令和６年度は、優先交渉者として選定した

民間事業者の提案内容を精査し、包括契約を

締結し、実施設計に着手します。

行政手続 防災情報

道の駅「来夢とごうち」 「チャレンジショップ」
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令和６年度主要事業!!

寄附額 2 億円目標ふるさと納税推進事業
　令和５年度は、総務省基準の厳格化に

より、多くの自治体で返礼品の値上げが

行われました。しかし本町では、ふるさ

と納税の制度改正をしっかりと遵守した

上で、経費の見直しを行い、返礼品の値

上げは行わないことにした結果、寄附金

額は過去最高を更新しました。

　町の貴重な自主財源として、有益な事

業に使用して、全国にＰＲすることによ

り、安芸太田町の寄附額の大幅増を図り

ます。

職員の能力向上（職員研修等）
　令和６年度は、引き続き、外部機関の研修として、広島県自治総合研修センター等の研修を活用

し、職員に必要な能力の習得・向上を図ります。オンライン研修の定着や受講促進により受講率は

向上してきており、継続した受講促進の取組み・啓発により、職員の能力向上を図ります。

90 万円

バス路線運行事業（路線バス、新公共交通システム等） 1億6,540 万円

合併20周年記念事業（記念式典、NHK公開番組） 150 万円

年　度 寄附金額（万円）

Ｈ27 1,816
Ｈ28 6,265
Ｈ29 5,304
Ｈ30 6,197
Ｒ１ 6,063
Ｒ２ 10,995
Ｒ３ 14,401
Ｒ４ 15,128

Ｒ５（１月末） 16,351

ふるさと応援寄附金の推移

⑨コミュニティ

⑩行財政運営

⑪生活利便性・環境

保健推進事業

加計スマートＩＣフルインタ－化事業

1,674 万円

2,200 万円

筒賀地域交流拠点推進活動

消防・防災・減災事業(屯所、防火水槽、通信網整備等）

空き家解体補助事業

45 万円

2,521 万円

500 万円
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３月定例会で決まったこと!

議案番号 件　　　　　　　名 採　決

議案第１号 安芸太田町犯罪被害者等支援条例の制定について 全会一致

議案第４号 安芸太田町職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 〃

議案第５号 安芸太田町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部

改正について
修正案

提出－可決

議案第６号 安芸太田町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正について 全会一致

議案第７号 安芸太田町災害派遣手当等の支給に関する条例の一部改正について 〃

議案第８号 安芸太田町会計年度任用職員の給与等に関する条例の一部改正について 〃

議案第９号 安芸太田町附属機関の設置に関する条例の一部改正について 〃

議案第10号 安芸太田町国民健康保険税条例の一部改正について 〃

議案第11号 安芸太田町筒賀ふれあい農園条例の一部改正について 〃

議案第12号 安芸太田町筒賀交流の森条例の一部改正について 〃

議案第13号 安芸太田町杉の泊ホビーフィールド条例の一部改正について 〃

議案第14号 安芸太田町深入山グリーンシャワー条例の一部改正について 〃

議案第15号 安芸太田町介護保険条例の一部改正について 〃

議案第30号 令和６年度安芸太田町一般会計予算 〃

議案第31号 令和６年度安芸太田町国民健康保険事業特別会計予算 〃

議案第32号 令和６年度安芸太田町後期高齢者医療事業特別会計予算 〃

議案第33号 令和６年度安芸太田町介護保険事業特別会計予算 〃

議案第34号 令和６年度安芸太田町介護サービス事業特別会計予算 〃

議案第35号 令和６年度安芸太田町筒賀財産区特別会計予算 〃

議案第36号 令和６年度安芸太田町内黒山財産区特別会計予算 〃

議案第37号 令和６年度安芸太田町病院事業会計予算 〃

議案第38号 令和６年度安芸太田町簡易水道事業会計予算 〃

議案第39号 令和６年度安芸太田町下水道事業会計予算 〃

予算審査特別委員会へ付託された議案

議案番号 件　　　　　　　名 採　決

同意第１号 教育長の任命について 全会一致

承認第１号 専決処分の承認を求めることについて（物損事故に係る損害賠償の額の決

定及び和解について）　外２専決議案
〃

議案第３号 安芸太田町監査委員条例及び安芸太田町町長等の損害賠償責任の一部の免

責に関する条例の一部改正について　外条例改正５議案
〃

議案第20号 令和５年度安芸太田町一般会計補正予算（第６号）　外９会計補正予算 〃

予算審査特別委員会付託以外の議案

追加議案
議案番号 件　　　　　　　名 採　決

議案第40号 事業契約の締結について（定住促進団地） 全会一致
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１．定住・人口対策について
　①定住住宅整備事業は、移住・定住希望者の方に住居の選択肢を増やし移住や定住を促進し、民

　　間ノウハウと未利用公有地を活用した住宅整備は今後の活用計画のモデルともいえる。

　　なお、整備候補地選定について、事業者の意志は尊重しつつも建設箇所の選定は慎重に検討の

　　上決定されたい。

２．子育て・教育・次世代育成について
　①加計高校は、生徒寮の開設、公営塾の運営や全国募集により、令和５年度は40名の生徒が入学

　　している。引き続き「黎明館」の拠点機能を、地域住民との交流施設として、拠点機能をはた

　　すべく運営を望む。

３．健康・医療・福祉について
　①病院施設の環境整備については、令和５年度、病院機能評価の認定を取得された。今後も環境

　　整備に努められ、地域医療に貢献される病院としての運営にあたられるよう望む。

　②健康運動普及事業の「健康のまち」の取り組みについて、有酸素運動を中心とした運動習慣の

　　普及・定着に努められ、健康づくりの取り組みを評価する。一層の普及を図られたい。

４．社会基盤・防災・防犯について
　①加計スマートICフルインター化事業について、令和５年度新規事業化箇所に選定された。

　　今後も国土交通省、広島県、ネクスコ西日本と連携し、着実な事業の執行を図ると共に本事業

　　が地域活性化に資する整備が進む事を期待する。

５．生活利便性・環境について
　①バス路線運行事業について、令和６年度から「新公共交通システム」の運行が開始される。

　　町民の利便性向上に向け効果的取り組みに期待するものである。

　②地域通貨moricaの推進について、地域経済への効果もあり引き続き効果的普及に努められたい。

６．産業・観光・しごとについて
　①道の駅再整備事業については、令和６年度選定した民間事業者の提案内容を精査し施設整備・

　　運営の包括契約を締結し、実施設計に着手という手順で進行中である。今後も引き続き町民へ

　　の情報提供に努め、令和９年度オープンの事業完成に向け、確実に事業の進行を図られたい。

７．コミュニティについて
　①地域振興交付金事業について、自治振興会の機能低下が心配される現状にあって、とんどや、

　　まつり等地域行事が対象となる「地域づくり事業補助金」を創設され、地域づくり活動の発展

　　を目指す取り組みは、時機を得たものと評価する。

審査の概要（抜粋）

　審査委員会は議長を除く全議員で構成され、3 月７日から 3月11日ま

での５日間にわたり慎重に審査いたしました。採決の結果、議案第５号

を除き、委員会に付託された全議案、全会一致で原案のとおり可決しま

した。以下、予算審査の指摘・要望事項について、意見を述べます。

予算審査特別委員会審査報告書

委員長　末田　健治

予算について
議会からの意見
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■
議
案
修
正
に
つ
い
て

　

３
月
定
例
会
へ
提
案
さ
れ
た
、
議
案

第
５
号
「
安
芸
太
田
町
特
別
職
の
職
員

で
常
勤
の
も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
」
に
対
し
て
、

一
部
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、
修
正
案
が

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
詳
細

は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

■
議
案
第
５
号
の
内
容

・
町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
の
給
料
月

額
の
改
正
内
容

　

町　

長　

６
９
０
，
０
０
０
円
→ 

　
　
　
　
　

７
１
７
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

増
額

　

副
町
長　

５
９
４
，
０
０
０
円
→

　
　
　
　
　

５
９
３
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

減
額

　

教
育
長　

５
５
７
，
０
０
０
円
→

　
　
　
　
　

５
４
１
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

減
額

■
修
正
案　

副
町
長
、
教
育
長
の
給
料

　

に
つ
い
て
、
減
額
部
分
を
削
除

■
町
長
の
給
料
月
額
の
改
定
に
つ
い
て

　

は
、
原
案
ど
お
り
可
決

　

町
長　

６
９
０
，
０
０
０
円
→

　
　
　
　

７
１
７
，
０
０
０
円　

増
額

■
修
正
案
提
案
理
由

　

常
勤
の
特
別
職
の
給
料
額
に
つ
い
て

は
、
職
務
の
性
格
及
び
責
任
の
度
合
い

に
対
応
、
他
の
地
方
公
共
団
体
に
お
け

る
特
別
職
の
報
酬
と
比
較
、
物
価
や
賃

金
等
の
社
会
経
済
情
勢
の
変
動
の
３
点

を
考
慮
し
て
、
総
合
的
な
判
断
で
決
定

す
べ
き
も
の
だ
が
、
原
案
の
提
案
根
拠

は
、
全
国
類
似
団
体
と
の
比
較
の
み
で

あ
る
。

■
議
案
第
１
号

　

安
芸
太
田
町
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条

　

例
の
制
定
に
つ
い
て

●
犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
に
基
づ
き
、

　

本
町
に
お
け
る
犯
罪
被
害
者
等
支
援

　

施
策
を
推
進
す
る
た
め
の
条
例
制
定

■
議
案
第
２
号

　

安
芸
太
田
町
開
発
行
為
の
適
正
化
に

　

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

●
町
内
に
お
け
る
大
規
模
な
開
発
事
業

　

の
適
正
化
を
図
る
た
め
の
条
例
制
定

条
例
・
そ
の
他

議会インターネット中継

議会中継画面イメージ

左のＱＲコードから
議会中継をご覧いた
だけます。

【QRコードのご活用】
　スマートホンのカメラをＱＲコードへかざ
すだけで、直接議会中継にアクセスできます。
（ＱＲコード読み取り用カメラを起動させて
からカメラをＱＲコードにかざしてくだい。）

令和６年３月定例会
本会議中継（全体）

３月 合計

253 253
令和６年４月臨時会
本会議中継（全体）

４月 合計

5 5

令和６年３月定例会
本会議中継（全体）

３月 ４月 合計

345 103 448

議会中継のアクセス数
ライブ配信 録画配信

（令和６年４月22日現在）
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ページ 質問議員 質　問　項　目

11
⻆　田　伸　一
【一問一答】

１．国土強靭化について 
２．農地保全対策について 
３．道の駅再整備事業の進捗状況について 
４．食品衛生法改正に伴う、販売用漬物の製造について

12
佐々木　道　則
【一問一答】

１．町政運営について
　　①４年間の町政運営に対する現状認識について

13
佐々木　美知夫
【一問一答】

１．危機的状況にある「人口減少・少子化対策」の強化について
　　①小・中学校の給食費の無償化の考えは

14
小　島　俊　二
【一問一答】

１．あの質問その後どうなった
　　①学校給食費無償化及び保育料完全無償化について 
２．新年度当初予算における諸施策の取り組みについて 
　　①合併浄化槽更新費用への支援について
３．安芸太田町学校適正配置計画について

15
影　井　伊久美
【一問一答】

１．図書館の管理運営と今後の在り方について 
２．森のようちえんについて

16
斉　藤　マユミ
【一問一答】

１．防災について 
２．食品衛生法の改正について 
３．相続登記の申請義務化について

17
大　江　厚　子
【一問一答】

１．災害への対策について 
２．岩国米軍基地に関する問題について

18
末　田　健　治
【一問一答】

１．小型合併浄化槽更新時助成制度の創設を問う 
２．後継者不足時代の持続可能な農業振興について 
３．県道澄合豊平線の路面補修について 
４．道の駅再編整備の現状を問う

19
津　田　　　宏
【一問一答】

１．安芸太田町の花粉症対策について
２．広島市との連携に焦点を当てた広域治水事業および地域振興計画につ
　　いて

　一般質問は、議員が町民の代表として、町の行政全般に対し、現在の状況や将来の方針等を質問

することで、政策の見直しや提言等を行います。

　●質問時間は、1 人 1 時間以内（答弁含む）です。

　３月定例会では、３月４日、５日の２日間で９人の議員が一般質問を行いました。

　（注）答弁の概要を、次ページ以降に、掲載しています。

一般質問で政策提案を! 町長・教育長へ質問・提案
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総
務
課
長

　

広
島
県
で
は
、
発
災
後
２
日
間
分
を

県
と
町
で
備
蓄
す
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
発
災
後
３
日
目
以
降
に

つ
い
て
、
自
衛
隊
ま
た
は
他
自
治
体
へ

の
支
援
要
請
の
ほ
か
、
民
間
事
業
者
と

災
害
時
の
物
資
優
先
供
給
に
関
す
る
協

定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

　
　

安
芸
太
田
町
の
災
害
に
備
え
て
、

物
資
の
調
達
・
供
給
体
制
は
。

問答

問

発災後 2 日間分を県と
町で備蓄する

⻆田　伸一　議員

災害に備えて物資の調達
・供給体制は

　
　

食
品
衛
生
法
の
改
正
に
よ
り
、

漬
物
製
造
業
が
新
設
さ
れ
、
営
業
許

可
を
取
得
す
る
必
要
が
生
じ
て
き
た

が
特
産
品
の
開
発
・
加
工
・
販
売
の

観
点
か
ら
、
漬
物
製
造
に
つ
い
て
町

と
し
て
支
援
の
考
え
が
あ
る
か
。

問
　
　

町
長

　

漬
物
は
産
直
市
の
人
気
商
品
で
す
。

個
人
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
利
用
を

頂
け
る
施
設
を
用
意
す
る
等
、
支
援
が

必
要
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。

答

　
　

非
常
用
物
資
が
備
蓄
さ
れ
て
い

る
場
所
、
非
常
用
物
資
の
種
類
は
。

問
　
　

総
務
課
長

　

本
町
の
備
蓄
物
資
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
庁
各
支
所
、
川
森
文
化
交
流
セ
ン
タ

ー
、
修
道
活
性
化
セ
ン
タ
ー
、
及
び
、

上
殿
の
消
防
屯
所
、
そ
し
て
安
野
ふ
れ

あ
い
プ
ラ
ザ
敷
地
内
の
備
蓄
倉
庫
に
配

置
を
し
て
い
ま
す
。

　

数
量
や
品
目
等
の
詳
細
に
つ
き
ま
し

て
は
、
今
期
定
例
会
中
に
開
催
を
さ
れ

ま
す
災
害
対
策
調
査
特
別
委
員
会
に
お

い
て
報
告
し
ま
す
。

答

食
品
衛
生
法
改
正
で
漬
物

製
造
は
許
可
が
必
要

答

　
　

物
資
の
保
管
場
所
か
ら
避
難
所
、

あ
る
い
は
孤
立
避
難
者
に
物
資
を
届

け
る
体
制
は
。

問
　
　

総
務
課
長

　

住
民
課
が
対
応
し
ま
す
が
、
他
の
課

も
補
完
し
つ
つ
物
資
の
供
給
に
対
応
す

る
よ
う
考
え
て
い
ま
す
。

答

こちらのＱＲコード
から中継映像もご覧
いただけます。

漬物加工の様子 町の備蓄物資
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４年間町政運営された所見は問

人口減少の歯止めに十分
な結果がでていない答

佐々木道則　議員

　
　

町
長

　

新
し
い
風
を
吹
か
せ
た
い
と
標
榜
し

就
任
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
私
と
し
て
は
、

い
ろ
ん
な
物
事
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

最
も
重
視
し
て
お
り
ま
し
た
人
口
減
少

に
歯
止
め
を
か
け
る
と
い
う
点
で
は
、

十
分
な
結
果
が
出
て
い
な
い
と
い
う
ふ

う
に
認
識
を
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
に

つ
い
て
は
現
在
進
め
て
き
て
い
る
取
組

み
を
さ
ら
に
進
め
、
人
口
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
る
と
い
う
点
で
成
果
を
上
げ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

４
年
間
の
町
政
運
営
さ
れ
た
現

状
認
識
は
。

問答
　
　

町
長

　

空
き
家
の
利
活
用
に
よ
る
住
居
確
保
、

地
域
に
積
極
的
に
出
向
い
て
は
し
も

ト
ー
ク
、
自
然
を
活
か
し
た
産
業
振
興
、

便
利
な
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
一
定
の

成
果
が
出
た
と
思
っ
て
お
り
、
さ
ら
に

危
機
管
理
室
の
設
置
、
自
然
を
活
か
し

た
特
色
あ
る
教
育
で
は
各
園
そ
れ
ぞ
れ

力
を
入
れ
て
取
組
み
を
始
め
て
お
り
ま

す
が
、
人
口
維
持
が
な
か
な
か
達
成
で

　
　

選
挙
公
約
（
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
）

７
項
目
の
達
成
度
は
。

問答

　
　

町
長

　

い
ろ
ん
な
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
一

番
大
き
な
課
題
は
こ
の
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
っ

て
お
り
、
移
住
を
す
る
の
に
移
住
先
が

な
い
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
課
題
で
、

町
内
に
定
住
促
進
住
宅
を
作
る
施
策
の

取
組
み
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
改
め
て
こ
の
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
る
と
い
う
こ
と
を
最
優
先

課
題
と
し
て
、
そ
う
い
う
位
置
づ
け
で

　
　

今
後
の
課
題
は
。

問答 き
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
誘
致
、
野
菜
の

地
産
地
消
、
そ
れ
ぞ
れ
取
組
み
を
進
め

て
お
り
ま
す
が
、
目
立
っ
た
成
果
が
出

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
七
つ
あ
る

う
ち
の
四
つ
は
及
第
点
に
達
し
て
い
る

の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こちらのＱＲコード
から中継映像もご覧
いただけます。

各地域で開催された
「はしもトーク」

す
。
今
後
も
利
用
者
が
大
き
く
伸
び
る

と
思
わ
れ
ま
す
。　

こ
れ
か
ら
も
取
組
み
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

加計地区定住賃貸住宅
バイオマス発電事業所への視察

（津和野フォレストエナジー発電所に於いて）
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町
長

　

人
口
減
少
対
策
が
最
優
先
だ
と
こ
れ

ま
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
を
し
て

き
た
つ
も
り
で
す
が
大
き
な
変
化
が
な

い
こ
と
に
つ
い
て
は
反
省
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
大
都
市
圏
か
ら
す
る
と
通

勤
圏
内
に
あ
る
と
こ
ろ
は
、
大
き
な
強

み
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

定
住
促
進
住
宅
の
事
も
含
め
、
ご
指

摘
の
よ
う
な
取
組
み
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

企
画
課
長

　

ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
構
想
に
つ
い
て
は
、

通
勤
補
助
を
行
っ
て
お
り
、
５
年
度
末

で
制
度
利
用
者
は
１
１
９
人
お
ら
れ
ま

　
　

令
和
６
年
１
月
末
現
在
、
町
の

人
口
５
，
５
２
６
人
で
、
高
齢
化
率

52
・
44
％
の
現
状
が
あ
る
。

　

今
後
、
こ
の
ま
ま
推
移
し
て
い
く

と
、
令
和
11
年
に
は
４
，
７
０
０
人

程
度
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。
現
状
を

打
開
す
る
に
は
、
町
独
自
の
思
い
切

っ
た
対
策
強
化
が
必
要
と
考
え
る
が

次
の
こ
と
に
つ
い
て
問
う
。

　

広
島
市
近
郊
の
地
理
的
条
件
に
あ

る
、
本
町
を
広
島
市
の
ベ
ッ
ト
タ
ウ

ン
化
と
し
て
構
想
構
築
の
考
え
は
。

（
人
口
減
少
対
策
と
し
て
）

問答

す
。
今
後
も
利
用
者
が
大
き
く
伸
び
る

と
思
わ
れ
ま
す
。　

　
　

町
長

　

少
子
化
、
特
に
本
町
も
今
年
は
生
ま

れ
る
赤
ち
ゃ
ん
が
、
か
な
り
少
な
い
状

況
で
危
機
的
な
問
題
と
考
え
て
い
ま
す

が
、
他
自
治
体
と
比
べ
る
と
財
政
支
援

に
分
が
悪
い
と
常
々
思
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
を
配
慮
し
な
が
ら

個
別
の
施
策
に
つ
い
て
取
組
み
を
さ
せ

て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

子
育
て
世
代
へ
の
更
な
る
支
援

の
拡
充（
出
産
祝
い
金
等
）の
考
え
は
。

問答
　
　

教
育
次
長

　

待
機
児
童
が
出
る
こ
と
は
、
一
番
避

け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
当
然
考
え
て

い
ま
す
。
保
育
士
の
不
足
と
い
う
と
こ

ろ
で
す
が
、
必
要
な
人
材
を
確
保
し
体

制
の
充
実
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

新
年
度
当
初
は
、
待
機
児
童
は
発
生

し
な
い
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
　

待
機
児
童
な
ど
の
無
い
保
育
園

運
営
（
保
育
士
の
配
置
の
配
慮
）
の

考
え
は
。

問答

問

定住促進住宅の事も含め
取組んでいきます

本町を広島市のベット
タウン化とする構想は

答
佐々木美知夫 議員

　
　

教
育
長

　

令
和
６
年
度
で
は
、
２
校
の
小
学
校

で
複
式
を
抱
え
て
ま
い
り
ま
す
が
、
解

消
の
た
め
に
町
費
負
担
の
教
員
の
配
置

を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

小
学
校
に
お
け
る
今
後
発
生
す

る
で
あ
ろ
う
複
式
学
級
へ
の
対
応
は
。

問答
　
　

教
育
課
長

　

全
国
自
治
体
に
お
い
て
は
、
約
３
割

が
完
全
な
る
無
償
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

国
に
お
い
て
無
償
化
に
向
け
た
課
題

に
実
態
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
調
査
結
果
等
を
踏
ま
え
、
無
償
化

の
具
体
的
な
方
策
が
示
さ
れ
る
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

小
・
中
学
校
の
給
食
費
無
償
化

の
考
え
は
。

問答

こちらのＱＲコード
から中継映像もご覧
いただけます。

筒賀地区　旧JR用地
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問

将来的には更新費用
への支援も必要答

小島　俊二　議員

合併浄化槽の更新費用
への支援策創設を

こちらのＱＲコード
から中継映像もご覧
いただけます。

　
　

教
育
次
長

　

保
育
料
の
完
全
無
償
化
に
よ
る
定
住

へ
の
効
果
の
ほ
ど
を
検
討
し
、
国
の
動

向
等
を
見
な
が
ら
完
全
無
償
化
の
実
施

に
つ
い
て
、
見
極
め
て
い
き
ま
す
。

　

教
育
課
長

　

学
校
給
食
費
無
償
化
へ
の
今
後
の
見

通
し
で
す
が
、
国
に
お
い
て
、
無
償
化

の
制
度
設
計
が
令
和
６
年
度
中
に
具
体

的
に
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
動
向
を
受
け
、
給
食
費
無
償
化
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
　

保
育
料
の
完
全
無
償
化
と
給
食

費
の
無
償
化
の
今
後
の
方
向
性
を
問

う
。

問答
　
　

総
務
課
長

　

出
来
る
限
り
投
票
所
は
、
住
民
の
近

い
と
こ
ろ
に
お
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

　
　

選
挙
の
投
票
所
に
つ
い
て
、
削

減
の
方
向
性
が
あ
る
の
か
ど
う
か
。

問答

　
　

総
務
課
長

　

現
状
で
考
え
れ
ば
、
確
か
に
病
院
と

い
う
と
こ
ろ
は
、
非
常
に
皆
さ
ん
が
お

集
ま
り
に
な
り
や
す
い
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
、
人
手
不
足
の
課
題
が
あ
り
、

そ
こ
が
解
決
す
れ
ば
期
日
前
投
票
所
を

設
け
る
可
能
性
は
、
な
く
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
　

安
芸
太
田
病
院
へ
の
期
日
前
投

票
所
の
設
置
に
つ
い
て
検
討
の
余
地

は
あ
る
か
。

問答 す
。
こ
の
数
年
間
に
お
い
て
は
、
現
在

の
投
票
区
を
維
持
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

給
食
費
・
保
育
料
に
つ
い
て

選
挙
に
つ
い
て

　
　

企
画
課
長

　

組
合
の
構
成
世
帯
数
の
減
少
な
ど
に

よ
り
、
施
設
の
維
持
等
が
難
し
く
な
っ

た
地
域
か
ら
の
相
談
に
対
し
て
は
、
今

後
安
心
し
て
テ
レ
ビ
が
視
聴
頂
け
る
よ

う
に
対
応
・
取
組
み
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

高
齢
化
の
進
む
テ
レ
ビ
共
聴
組

合
へ
の
支
援
拡
充
に
つ
い
て
問
う
。

問答 地
域
課
題
に
つ
い
て

　
　

町
長

　

合
併
浄
化
槽
と
下
水
道
と
の
格
差
の

問
題
に
つ
い
て
は
、
町
と
し
て
も
取
組

ん
で
い
ま
す
が
、
将
来
的
に
は
更
新
費

用
へ
の
支
援
も
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

合
併
浄
化
槽
の
更
新
費
用
に
つ

い
て
、
町
と
し
て
支
援
策
を
創
設
す

る
考
え
が
あ
る
か
を
問
う
。

問答
　
　

町
長

　

私
と
し
て
は
、
今
現
在
に
お
い
て
早

期
に
２
校
を
統
合
す
る
つ
も
り
は
あ
り

ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
、
将
来
的
に
は
、

あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
考
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

中
学
校
の
早
期
統
合
に
つ
い
て
、

町
長
の
見
解
を
問
う
。

問答

一般質問

加計中学校　校舎
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教
育
課
長

　

本
館
が
あ
る
川
森
文
化
交
流
セ
ン
タ

ー
の
施
設
全
体
の
点
検
を
２
年
前
に
行

い
ま
し
た
。

　

雨
漏
り
箇
所
が
多
数
見
受
け
ら
れ
、

現
在
防
水
テ
ー
プ
を
使
っ
て
の
補
修
や
、

注
意
喚
起
看
板
で
の
周
知
、
雨
天
時
に

は
職
員
が
天
井
点
検
を
行
う
な
ど
の
応

急
処
置
を
施
し
な
が
ら
、
安
全
確
保
に

努
め
て
い
ま
す
。

　
　

本
館
入
り
口
通
路
側
の
雨
漏
り

が
悪
化
し
て
い
る
。
天
井
材
の
落
下

等
に
よ
り
利
用
者
等
に
危
害
が
及
ば

な
い
か
懸
念
す
る
。
安
全
確
保
の
た

め
の
対
策
含
め
、
管
理
状
況
を
問
う
。

問答 図
書
館
の
管
理
運
営
と
今

後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

今後の図書館のあり方は問

施設の老朽化が進むなか改
めて考えていくタイミング
が来ている

答

影井伊久美　議員

　
　

町
長

　

本
の
貸
し
借
り
だ
け
で
な
く
、
町
づ

く
り
の
拠
点
と
し
て
、
知
の
拠
点
と
し

て
活
動
さ
れ
る
他
市
町
も
あ
り
、
図
書

館
の
役
割
と
い
う
の
も
大
き
く
変
化
し

て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
本
町
も
施
設
の

老
朽
化
が
進
み
、
今
後
ど
う
す
る
か
を

改
め
て
考
え
て
い
く
タ
イ
ミ
ン
グ
が
来

て
い
る
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　
　

総
合
的
な
今
後
の
あ
り
方
や
方

向
性
に
つ
い
て
考
え
を
ま
と
め
る
べ

き
で
は
。

問答

こちらのＱＲコード
から中継映像もご覧
いただけます。

　
　

教
育
次
長

　

認
証
を
受
け
る
こ
と
自
体
は
難
し
く

は
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
認
証
制
度

の
効
果
を
考
え
る
と
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
派
遣
や
研
修
経
費
の
助
成
に
限
ら
れ

て
お
り
、
本
町
独
自
の
も
の
を
や
っ
て

き
て
い
る
の
で
、
財
政
的
効
果
が
そ
れ

ほ
ど
大
き
く
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

認
証
に
お
い
て
一
定
程
度
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
確
認
し
て
い

ま
す
の
で
、
今
後
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
で
す
の
で
、
引
き
続

き
調
査
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　
　

現
場
の
先
生
方
や
保
護
者
の
皆

さ
ん
と
認
識
を
正
し
く
共
有
す
る
た

め
の
一
つ
の
手
段
と
し
て
有
効
で
あ

る
、
県
の
「
ひ
ろ
し
ま
自
然
保
育
認

証
制
度
」
活
用
の
考
え
は
。

問答

みなさん是非 傍聴にいらして下さい!!

　
　

町
長

　

今
の
段
階
で
は
明
確
に
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
今
後
、
住
民
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ

や
調
査
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
町
づ
く
り

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
な
展
開
を

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　

　
　

町
と
し
て
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

問答

森
の
よ
う
ち
え
ん
に
つ
い
て

町立図書館出入口

町立図書館出入口（天井）

お散歩会
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一般質問

斉藤マユミ　議員

過疎が進む地域防災の
在り方を問う問

あらゆる災害・地震による
災害想定も改めて準備を進
める必要がある

答

　
　

災
害
が
頻
発
し
て
お
り
、
激
甚

化
し
て
い
る
。
本
町
に
お
い
て
も
例

外
で
は
な
く
、
い
つ
ど
こ
で
何
が
起

き
る
か
も
し
れ
な
い
。
町
民
の
命
や

財
産
を
守
る
た
め
に
は
、
防
災
や
減

災
の
取
組
み
が
必
要
不
可
欠
。

　

防
災
や
減
災
の
た
め
と
さ
れ
る
国

土
強
靱
化
施
策
の
実
効
性
を
検
証
し

つ
つ
、
過
疎
が
進
む
地
域
の
防
災
の

あ
り
方
を
長
期
的
な
視
点
で
考
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

問

　
　

税
務
課
長

　

相
続
登
記
の
義
務
化
と
並
行
し
て
、

所
有
者
に
財
産
の
適
切
な
管
理
を
促
す

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
広
報
周
知
も
継

続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

こ
れ
ま
で
相
続
登
記
の
申
請
は

任
意
で
申
請
を
し
な
く
て
も
相
続
人

が
不
利
益
を
被
る
こ
と
が
少
な
か
っ

た
こ
と
な
ど
か
ら
、
登
記
が
行
わ
れ

な
い
場
合
が
あ
り
、
所
有
者
不
明
土

地
、
放
置
さ
れ
る
土
地
や
空
き
家
が

増
加
す
る
要
因
の
一
つ
に
な
っ
て
い

る
。
義
務
化
に
つ
い
て
住
民
に
周
知

す
べ
き
で
は
。

問答

　
　

町
長

　

太
田
川
本
流
筋
の
洪
水
調
節
機
能
の

向
上
に
つ
い
て
は
、
国
に
対
し
し
っ
か

り
と
対
応
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
地

震
に
よ
る
災
害
の
想
定
も
改
め
て
準
備

を
進
め
ま
す
。

　

毎
年
、
防
災
講
演
会
の
よ
う
な
企
画

を
行
っ
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
、
当
該

地
域
の
危
険
性
と
い
う
よ
う
な
も
の
を

周
知
し
て
い
く
取
組
み
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。

　

要
支
援
者
の
個
別
避
難
計
画
を
作
成

す
る
と
と
も
に
、
要
支
援
者
の
お
手
伝

い
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
シ
ス
テ
ム
も
今

年
度
構
築
し
て
い
ま
す
。

答

　
　

町
長

　

多
く
の
皆
さ
ん
が
漬
物
を
つ
く
っ
て
、

そ
れ
を
販
売
で
き
る
よ
う
な
環
境
の
施

設
改
修
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

漬
物
や
加
工
食
品
の
製
造
販
売

に
は
保
健
所
の
営
業
許
可
が
必
要
と

な
り
、
専
用
加
工
場
の
整
備
と
い
っ

た
衛
生
管
理
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
。

県
と
し
て
も
、
地
域
の
特
産
の
漬
物

は
、
生
産
者
の
収
入
だ
け
で
な
く
、

消
費
者
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る
重
要
な

ア
イ
テ
ム
で
あ
る
。
共
同
施
設
を
導

入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
多
く
の
生
産

者
が
少
な
い
費
用
負
担
で
施
設
を
利

用
し
や
す
く
な
る
研
修
会
の
開
催
や

共
同
利
用
施
設
の
整
備
な
ど
に
、
市

町
や
関
係
者
と
協
力
し
な
が
ら
取
組

問

答

こちらのＱＲコード
から中継映像もご覧
いただけます。

食
品
衛
生
法
の
改
正
に
つ

い
て

み
、
伝
統
的
な
食
文
化
を
守
る
施
策

の
充
実
を
図
る
と
さ
れ
て
い
る
。
町

の
考
え
を
問
う
。

相
続
登
記
の
申
請
義
務
化

に
つ
い
て

柴木川ダム
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みなさん是非 傍聴にいらして下さい!!

災害時の厳しい状況下
での対応は問

県内市町との連携が
求められる答

大江　厚子　議員
こちらのＱＲコード
から中継映像もご覧
いただけます。

　
　

総
務
課
長

　

指
定
緊
急
避
難
所
３
か
所
、
広
域
避

難
所
１
か
所
、
地
域
の
避
難
所
80
か
所

で
す
。
長
期
の
生
活
避
難
所
は
別
途
検

討
が
必
要
で
す
。

　
　

本
町
の
避
難
所
の
設
置
に
つ
い

て
問
う
。

問答　
　

避
難
所
運
営
に
女
性
の
視
点
は

重
要
だ
。
実
態
は
ど
う
か
。

問
　
　

総
務
課
長

　

危
機
管
理
室
３
名
は
全
て
男
性
、
防

災
会
議
委
員
24
名
、
う
ち
女
性
１
名
、

専
門
員
16
名
、
う
ち
女
性
２
名
で
す
。

答

　
　

政
府
は
非
常
時
に
国
が
自
治
体

に
指
示
を
出
せ
る
よ
う
、
地
方
自
治

法
に
指
示
権
規
定
の
創
設
を
目
指
し

て
い
る
。
国
の
指
示
が
混
乱
を
広
げ

る
懸
念
が
あ
り
、
地
方
自
治
へ
の
不

当
介
入
も
危
惧
さ
れ
る
が
ど
う
か
。

問
　
　

町
長

　

自
治
体
の
力
が
及
ば
な
い
と
こ
ろ
は

国
の
力
が
必
要
で
、
有
用
と
考
え
ま
す
。

答

　
　

本
町
も
能
登
半
島
と
同
様
の
課

題
を
抱
え
て
い
る
。
ど
う
考
え
る
か
。

問
　
　

町
長

　

本
町
も
道
路
寸
断
の
可
能
性
が
大
き

く
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
確
保
し
空
輸
も
考

え
て
い
ま
す
。
職
員
は
合
併
以
来
４
割

近
く
減
少
し
、
厳
し
い
環
境
の
中
で
県

内
の
市
町
と
連
携
を
し
て
い
き
ま
す
。

答

　
　

米
軍
騒
音
機
の
実
態
は
ど
う
か
。

問
　
　

総
務
課
長

　

か
な
り
過
大
な
回
数
と
な
っ
て
い
る

と
感
じ
ま
す
。

答 米
軍
用
機
の
危
険
性
に
つ

い
て

　
　

昨
年
ア
メ
リ
カ
軍
の
オ
ス
プ
レ

イ
が
墜
落
し
全
員
が
死
亡
し
た
。
本

町
も
米
軍
機
の
訓
練
空
域
と
な
っ
て

い
る
こ
と
を
ど
う
考
え
る
か
。

問
　
　

総
務
課
長

　

見
解
は
控
え
ま
す
。

答

　
　

町
長

　

見
解
は
控
え
ま
す
。

　
　

オ
ス
プ
レ
イ
は
構
造
的
な
欠
陥

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
飛
行
再
開
中

止
、
配
備
撤
回
を
求
め
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

問答　
　

廿
日
市
市
長
は
、
米
軍
機
事
故

が
あ
る
都
度
に
国
や
ア
メ
リ
カ
に
要

請
文
を
出
し
て
い
る
。
町
長
も
要
請

し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

問
　
　

副
町
長

　

米
軍
機
飛
行
訓
練
に
関
す
る
協
議
会

（
三
次
市
、
廿
日
市
市
、
江
田
島
市
、

北
広
島
町
、
当
町
、
広
島
県
）
を
設
け

て
お
り
、
そ
こ
で
要
請
し
て
い
き
ま
す
。

答

（その他町内には筒賀福祉センター、
川・森・文化交流センター、修道活性
化センターの合計４か所）　　　　

広域避難所　役場本庁
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建
設
課
長

　

本
町
の
合
併
処
理
浄
化
槽
で
使
用
中

の
も
の
は
６
１
０
基
で
す
。
耐
用
年
数

は
30
年
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
こ
と
か
ら
、

経
年
劣
化
に
よ
る
更
新
が
必
要
に
な
る

こ
と
は
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
他
市
町
の
取
組
み
状
況
や
財
源

措
置
を
確
認
し
、
更
新
時
の
補
助
制
度

創
設
に
つ
い
て
慎
重
に
検
討
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
　
下
水
道
未
整
備
地
域
に
設
置
さ

れ
て
い
る
小
型
合
併
浄
化
槽
は
、
劣

化
に
よ
る
更
新
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

更
新
時
の
補
助
制
度
が
な
く
、
大
き

な
負
担
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
早
急

に
補
助
制
度
の
創
設
を
望
む
。

問答
　
　

産
業
観
光
課
長

　

圃
場
整
備
さ
れ
た
水
田
は
、
認
定
農

業
者
を
中
心
に
町
内
の
担
い
手
に
集
約

さ
れ
、
主
に
畑
と
し
て
耕
作
さ
れ
て
い

ま
す
。
一
方
、
急
傾
斜
地
の
狭
小
水
田

は
集
約
に
不
向
き
な
た
め
、
年
々
耕
作

を
止
め
る
水
田
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
　

後
継
者
が
不
足
す
る
時
代
の
中

水
田
農
業
の
現
状
に
つ
い
て
問
う
。

問答

　
　

産
業
観
光
課
長

　

繁
茂
す
る
竹
や
町
内
農
家
の
牛
糞
を

活
用
し
た
循
環
型
肥
料
は
、
環
境
や
里

山
保
全
の
面
か
ら
も
意
義
の
あ
る
活
動

と
認
識
し
て
い
る
が
、
一
番
の
課
題
は

携
わ
る
人
員
の
不
足
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

　
　

竹
チ
ッ
プ
堆
肥
栽
培
な
ど
有
機

栽
培
へ
の
特
色
を
活
か
し
た
栽
培
導

入
へ
の
考
え
を
問
う
。

問

答

小型合併浄化槽更新時
の補助制度化は問

制度創設について慎重に
検討します答

末田　健治　議員

　
　

建
設
課
長

　

当
該
路
線
の
修
繕
維
持
は
、
県
よ
り

権
限
移
譲
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
維
持
・

修
繕
の
範
囲
を
超
え
る
損
傷
と
考
え
て

お
り
、
県
で
対
応
し
て
い
た
だ
く
よ
う

既
に
依
頼
を
し
て
い
ま
す
。

　

早
期
の
改
修
と
な
る
よ
う
引
き
続
き

要
請
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

県
道
澄
合
・
豊
平
線
に
つ
い
て
、

大
型
車
の
通
行
に
よ
り
路
面
が
大
変

傷
ん
で
い
る
。
振
動
に
よ
り
家
屋
へ

の
影
響
も
で
て
お
り
、
早
急
に
県
へ

の
要
請
を
求
め
る
。

問答

　
　

産
業
観
光
課
長

　

道
の
駅
再
整
備
計
画
に
つ
い
て
、
事

業
工
程
に
示
し
て
い
る
と
お
り
、
令
和

６
年
６
月
事
業
契
約
、
設
計
施
工
を
経

て
、
令
和
９
年
度
開
業
に
向
け
て
順
調

に
推
移
し
て
い
ま
す
。

　
　

令
和
９
年
開
業
に
向
け
、
整
備

計
画
は
予
定
通
り
進
捗
し
て
い
る
か
。

問答
　
　

産
業
観
光
課
長

　

民
有
地
、
町
有
地
、
町
道
が
混
在
し

て
お
り
、
周
辺
部
で
は
民
間
事
業
者
が

営
業
し
て
い
ま
す
。
新
生
道
の
駅
が
集

客
施
設
と
し
て
効
率
よ
く
稼
働
す
る
た

め
、
限
り
あ
る
事
業
予
定
地
を
使
っ
て

一
体
的
に
整
備
を
行
う
方
針
で
あ
り
、

民
有
地
は
引
き
続
き
町
の
活
性
化
を
資

す
る
土
地
利
用
と
し
て
、
町
が
借
り
受

け
し
、
既
に
店
舗
を
構
え
て
い
る
民
間

事
業
者
に
つ
い
て
は
、
道
の
駅
内
外
に

店
舗
の
移
転
を
含
め
た
交
渉
を
進
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
隣
接
の
町
道
は
廃
止

を
視
野
に
調
整
を
し
て
い
ま
す
。

　
　

整
備
の
基
本
で
あ
る
土
地
利
用

計
画
に
つ
い
て
問
う
。

問答

こちらのＱＲコード
から中継映像もご覧
いただけます。

小
型
合
併
浄
化
槽
更
新
時

の
助
成
制
度
創
設
を
問
う

県
道
澄
合
・
豊
平
線
の
路

面
修
繕
に
つ
い
て

道
の
駅
再
編
整
備
の
現
状

を
問
う

県道澄合・豊平線　路面の傷み状況
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津田　　宏　議員
こちらのＱＲコード
から中継映像もご覧
いただけます。

広
島
市
と
の
連
携
に
焦
点
を

当
て
た
広
域
治
水
事
業
及
び

地
域
振
興
計
画
に
つ
い
て

　
　

町
長

　

花
粉
症
対
策
は
大
変
重
大
な
問
題
で

あ
り
、
同
時
に
本
町
の
有
効
な
森
林
資

源
を
利
用
し
た
地
域
活
性
化
に
重
要
な

取
組
み
で
す
。

　

本
町
の
豊
富
な
森
林
資
源
が
地
域
の

活
性
化
や
町
民
の
皆
さ
ん
の
所
得
向
上

に
つ
な
が
れ
ば
、
バ
イ
オ
マ
ス
と
し
て

の
活
用
も
十
分
意
味
の
あ
る
取
組
み
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
　

花
粉
症
は
今
や
社
会
的
現
象
と

も
捉
え
ら
れ
、
国
民
の
約
半
数
近
く

が
花
粉
症
患
者
と
言
わ
れ
て
い
る
。

岸
田
総
理
は
昨
年
５
月
に
「
花
粉
症

は
、
実
効
的
な
対
策
が
行
わ
れ
ず
、

多
く
の
国
民
を
悩
ま
せ
続
け
て
い

る
」
と
述
べ
、
関
係
閣
僚
に
新
た
な

対
策
を
速
や
か
に
実
行
す
る
よ
う
指

示
を
し
た
。

　

花
粉
症
に
対
す
る
有
効
な
対
策
が

必
要
と
考
え
る
が
町
長
の
所
見
を
問

う
。

　

ま
た
、
雇
用
の
創
出
と
し
て
、
人

工
林
の
伐
採
、
植
替
え
に
よ
る
林
業

の
振
興
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
な

ど
の
新
た
な
産
業
を
活
性
化
し
、
町

民
の
所
得
を
上
げ
る
べ
き
と
考
え
る

が
見
解
を
問
う
。

問答 安
芸
太
田
町
の
花
粉
症
対
策

に
関
す
る
取
組
み
に
つ
い
て

太田川の洪水リスクの軽減
のための広島市との連携は問

広島市のみならず国・県とも
しっかり連携してまいります答

　
　

町
長

　

林
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
厳
し
く
あ

り
ま
す
が
、
花
粉
症
対
策
な
ど
も
活
用

し
な
が
ら
山
を
活
か
し
て
活
性
化
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
は
、
ご
指
摘
の
と
お

り
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
我
々
も
し
っ

か
り
と
検
討
し
な
が
ら
す
す
め
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　

政
府
の
花
粉
症
政
策
を
契
機
に
、

こ
の
町
独
自
の
事
業
と
し
て
、
休
耕

田
に
祇
園
坊
柿
を
植
え
る
と
か
広
葉

樹
を
植
え
る
と
か
と
い
っ
た
、
山
を

活
か
し
た
産
業
を
興
す
べ
き
と
考
え

る
。

　

町
長
が
推
奨
し
て
い
る
自
伐
型
林

業
、
そ
の
他
地
域
効
果
の
高
い
仕
組

み
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
町
民
の
所

得
を
上
げ
る
政
策
を
と
る
べ
き
と
考

え
る
が
答
弁
を
求
め
る
。

問答

　
　

町
長

　

広
島
市
担
当
部
局
と
し
っ
か
り
連
携

を
し
な
が
ら
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
新
規
ダ
ム
の
こ
と
も
含

め
て
、
広
島
市
に
お
け
る
災
害
対
応
は
、

本
町
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
広
島
市
側
に
よ
り
積

極
的
に
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
環
境
保
全
対

策
や
住
民
と
の
対
話
に
つ
い
て
も
国
、

県
、
広
島
市
と
連
携
し
て
対
応
す
る
よ

う
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

太
田
川
の
洪
水
リ
ス
ク
の
軽
減

に
お
い
て
、
広
島
市
と
の
連
携
策
は

具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
す
す
め
よ
う

と
し
て
い
る
の
か
。

①
広
島
市
と
協
力
し
た
下
流
域
の
地

域
振
興
計
画
に
よ
る
産
業
振
興
策
は
。

②
生
態
系
へ
の
影
響
を
抑
制
す
る
た

め
の
環
境
保
全
策
は
。

③
住
民
へ
の
情
報
提
供
を
十
分
に
行

う
た
め
の
手
段
や
イ
ベ
ン
ト
の
整
備

は
。

④
住
民
の
声
が
計
画
に
反
映
さ
れ
る

仕
組
み
を
ど
う
構
築
す
る
の
か
。

　

以
上
の
質
問
を
通
じ
て
、
住
民
の

安
全
と
地
域
全
体
の
発
展
に
ど
う
寄

与
し
て
い
く
か
答
弁
を
求
め
る
。

問答

内黒山間伐作業
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特 集

※その他議員からも同様の質問がありました。 ※その他議員からも同様の質問がありました。

　町行政全般に対し、質問できるのが一
般質問です。今定例議会でも多くの議員
が質問を行いました。
　過去に質問したことが、現在どうなっ
ているのか？その後の対応状況を調査し、
皆様にお知らせします。

追跡リポ－ト

●乳幼児等医療機関等通院交通費助成制度に
　ついて
　本町には小児科専門医療機関がなく、町立

病院においても小児科医が不在の状況。

　子どもの専門機関受診には町外に出向く必

要があり、必ず交通費が発生する。

　保護者の経済的負担軽減のためにも「乳幼

児等医療機関等通院交通費助成制度」実施の

考えは？

【答弁】
　制度として組み込むのであれば、要綱や財

源諸々、あるいは他の制度にどう影響するか

を考えていかなければならない。

　そういったことも含めながら、次年度の予

算編成で検討させていただきたい。

【その後】
　令和５年度より事業開始

　子どもの通院・通所について１日につき

1,000円、１ヶ月の通院等の日数が３日を

超える日数分を助成。（４日目から助成）

　　　　

　令和５年９月定例会にて再度質問

　令和６年度より拡充

　１ヶ月の通院等の日数が２日を超える日数

分を助成。（３日目から助成）

●河川災害の対応について
　河川内鉄橋撤去の対応は？

【答弁】
　国土交通省河川管理事務所から防災上の理

由により老朽化した鉄橋の速やかな撤去の指

導を受けている。

　主要な鉄橋撤去費は10億円を超える事業費

が必要です。町としてＪＲや国の協力支援を

求めていきたい。

【その後】
　町と議会では、国・県・広島市またはＪＲ

と６年間ねばり強く協議を重ねてきました。

　令和４年度より、国土強靱化事業の協力の

もと、滝山川鉄橋について工事に着手鉄橋・

橋脚とも令和５年には撤去が進み元の河川の

姿を戻しつつあります。

　引き続き町民の生命財産を守るという使命

達成に継続した取り組みが求められます。

令和４年12月定例会　影井伊久美 議員 平成30年９月定例会　田島　　清 議員

あの質問は

どうなった
？

➡

旧JR滝山川橋梁
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■
委
員
会
開
催

・
３
月
12
日

①
次
期
長
期
総
合
計
画
に
係
る
ア
ン
ケ

　

ー
ト
調
査
結
果
（
速
報
値
）

②
地
域
商
社
あ
き
お
お
た
事
業
計
画
に

　

つ
い
て

③
加
計
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

　

に
つ
い
て　

■
特
別
委
員
会
決
定
事
項

・
３
月
12
日

　

令
和
６
年
度
に
議
員
定
数
・
議
員
報

酬
等
の
見
直
し
を
行
う
予
定

①
研
修
会
・
懇
談
会
の
開
催

・
研
修
会　

６
月
下
旬
（
町
民
等
を
対

　
　
　
　
　

象
に
講
師
を
招
へ
い
）

・
懇
談
会　

６
月
・
７
月
（
住
民
説
明

　
　
　
　
　

会
を
町
内
４
か
所
）

②
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

・
内
容　

議
員
定
数
・
議
員
報
酬

　
　
　
　

そ
の
他

・
対
象　

町
民
２
，
５
０
０
人
無
作
為

・
集
計　

８
月
か
ら
10
月

③
12
月
定
例
会
ま
で
に
最
終
案
決
定
予

　

定

■
議
会
報
告
会
の
開
催

・
４
月
21
日

　

場
所　

役
場
本
庁　

東
館
２
階

　

内
容　

３
月
定
例
会
の
報
告

　

今
回
の
議
会
報
告
会
で
は
、
31
名
の

町
民
の
皆
様
に
、
ご
参
加
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
か

ら
は
、
会
場
を
役
場
本
庁
だ
け
で
な
く

加
計
・
筒
賀
地
区
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

し
な
が
ら
開
催
し
て
ほ
し
い
、
開
催
日

を
も
う
少
し
早
く
知
ら
せ
て
ほ
し
い
な

ど
、
様
々
な
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

　

皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を
参
考
に
、
充

実
し
た
報
告
会
が
開
催
で
き
る
よ
う
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
安
芸
太
田
町
議
会
議
員
の
報
酬
等
の

　

改
定
に
つ
い
て

・
議
会
議
員
の
報
酬
に
つ
い
て
、
報
酬

　

等
審
議
会
答
申
等
を
参
考
に
、
令
和

　

６
年
４
月
か
ら
の
報
酬
改
定
を
目
指

　

し
て
い
ま
し
た
が
、
委
員
会
の
協
議

　

の
結
果
、
令
和
６
年
４
月
か
ら
の
報

　

酬
引
き
上
げ
は
見
送
り
と
し
ま
す
。

　

議
員
定
数
と
あ
わ
せ
て
、
令
和
６
年

　

12
月
ま
で
に
結
論
を
出
す
方
向
に
決

　

定
し
ま
し
た
。

※
４
月
報
酬
改
定　

見
送
り

委員会レポート
■
陳
情
審
査

・
３
月
12
日

　

陳
情
第
５
号
か
ら
陳
情
第
７
号
ま
で

　

継
続
審
査

■
所
管
事
務
調
査

・
４
月
24
日

◎
教
育
委
員
会

・
老
朽
化
し
た
施
設
の
現
状
に
つ
い
て

・
給
食
セ
ン
タ
ー
の
運
用
状
況

■
陳
情
審
査

・
３
月
12
日

　

陳
情
第
４
号　

継
続
審
査

総
務
常
任
委
員
会

議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

地
方
創
生
調
査
特
別
委
員
会

現地視察
町立図書館本館に於いて

教育委員会
会議室に於いて

広
報
広
聴
調
査
特
別
委
員
会

会議中の様子

議会報告会
（議長開会のあいさつ）
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暖
か
い
陽
ざ
し
に
「
こ
の
ま
ま

桜
が
咲
く
の
で
は
？
」
と
の
思
い

も
一
転
、
雪
が
舞
う
な
か
中
学
校

卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
、
春
分
の
日

に
も
雪
が
降
る
と
い
う
、
慌
た
だ

し
い
天
候
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
、

春
の
訪
れ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

早
い
も
の
で
、
広
報
広
聴
調
査

特
別
委
員
会
の
活
動
も
３
年
が
過

ぎ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

議
会
だ
よ
り
「
も
り
み
ん
だ
よ

り
」
に
お
い
て
は
、
わ
か
り
や
す

く
親
し
み
や
す
さ
を
目
指
し
、
試

行
錯
誤
を
重
ね
て
編
集
作
業
に
取

組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
停
止
し
て

い
た
広
聴
機
能
の
再
開
を
目
指
し
、

各
種
団
体
と
の
意
見
交
換
も
進
め

て
参
り
ま
し
た
。

　

残
り
１
年
の
任
期
と
な
り
ま
し

た
が
、
広
報
・
広
聴
と
も
に
、
も

う
一
段
階
充
実
し
た
も
の
と
な
る

よ
う
委
員
全
員
で
励
ん
で
参
り
ま

す
。

　
　
　
　
　
　

（
影
井
伊
久
美
）

編

集

後

記

♦
広
報
・
広
聴
調
査
特
別
委
員
会

　
　

委

員

長　

田
島　
　

清

　
　

副
委
員
長　

影
井
伊
久
美

　
　

委　
　

員　

斉
藤
マ
ユ
ミ

　
　
　
　
　
　
　

小
島　

俊
二

　

安
芸
太
田
町
の
議
会
だ
よ
り
（
も

り
み
ん
だ
よ
り
）
が
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。

　

佐
々
木
美
知
夫
副
議
長
が
議

員
在
籍
15
年
で
表
彰
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

地方自治功労者表彰

第44回 議会広報コンクール表彰

人事案件に同意

　

議
会
で
は
、
議
会
関
係
に
お
け
る
経
費

の
削
減
を
図
る
た
め
、
ペ
ー
パ
レ
ス
化
の

取
組
み
と
し
て
、
令
和
６
年
度
か
ら
の
議

会
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
を
決
め
ま
し
た
。

・
背
景

　

こ
れ
ま
で
議
会
で
は
、
議
案
書
な
ど
の

大
量
な
紙
が
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ

れ
に
は
用
紙
代
、
印
刷
費
、
コ
ピ
ー
機
の

維
持
、
ゴ
ミ
処

理
な
ど
の
直
接

的
経
費
に
加
え

て
印
刷
、
配
布
、

修
正
な
ど
の
人

件
費
・
時
間
コ

ス
ト
も
か
か
っ

て
い
ま
し
た
。

議
会
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
に
向
け
て４月21日　役場本庁　東館２階

大集会室にて開催風景を撮影　

■表紙
「令和６年度第１回議会報告会」

【教育長】

大
おお

　野
の

　正
まさ

　人
と

さん

 （新　任）

令和６年３月６日　選任同意

●生年月日／昭和36年７月28日

●任　　期／令和６年４月１日～

　　　　　　令和９年３月31日　（３年）

●住　　所／兵庫県神戸市

　　　　　　就任後、安芸太田町へ

議会タブレット（イメージ）


